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国見公民館だより  
福井市鮎川町 133-1-3 TEL/FAX 88-2004   E-mail：kunimi-k＠mx1.fctv.ne.jp 

令和５年６月２４日発行 第２３号（令和５年度第３号） 
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❖国見地区合同体育祭  
 ５月２１日(日)に国見小、中学校グラウンドで、「国見地区合同体育祭」が開催され、地区

の子どもたちをはじめ地区住民が数多く参加し、快晴の中全１６競技が行われ、参加者はさわ

やかな汗を流していました。コロナ禍の影響で延期が続き４年ぶりの開催となった体育祭は笑

顔あふれる大盛り上がりな１日となりました。 

体育祭での順位を決める種目は４種目あり、それぞれの結果は以下の通りです。 

競技名 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

腹巻の谷渡り 大丹生町 鮎川町 小丹生町 白浜町 国見町 

綱引き 小丹生町 大丹生町 白浜町 鮎川町 国見町 
ホールインバ

スケット 
鮎川町 

大丹生町 
〟 小丹生町 白浜町 国見町 

水を大切に 白浜町 鮎川町 大丹生町 小丹生町 国見町 

総合成績 大丹生町 鮎川町 白浜町 小丹生町 国見町 

今年の栄えある総合優勝地区は‶大丹生町〟でした。おめでとうございます。 

５月２７日午後にはこの体育祭の反省会も行われ、来年度に向けて活発な意見交換が行われ

ていました。来年の体育祭の開催を楽しみにしています。 

 

❖ふるさと宝さがし(小学校)ふるさと探訪(中学校) 
５月２６日(金)に国見小学校の「ふるさと宝さがし」、５月２５日(木)に国見中学校の「ふ

るさと探訪」を、国見公民館(主催)、小中学校(共催)、国見地区青少年育成会(共催)が協力し

開催しました。この事業は小中学生に子どものうちから国見地区の魅力を認識してもらい、地

区に愛着を持ってもらうために毎年行っている教育事業です。 

小学生は３年生と４年生の１０名が「国見神社の御神体」「平家の重臣の末裔森本家」「明治

の偉人城崎彦五郎石碑」「加茂廼神社の船絵馬」「高山用水建立顕彰碑」「くにみクラゲ公民

館」等を訪れ、文化財や歴史や偉人の功績などを学習しました。中学生は２年生と３年生の１

１名が「化石の採集場国見層」「平家の重臣の末裔森本家」「西宮蛭子神社」「松平春嶽公ゆか

りの欣浄寺」「ワタリグラススタジオ」等を訪れ、独特の自然景観、歴史史実、地域における

起業等について学習しました。 

国見地区内には、都会のような便利さはありませんが、自然、歴史、偉人、起業等それぞれ

の魅力が満載であることを体験してもらえました。 
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❖すこやか学級開講式  

北前船講演会 
６月６日(火)午前、国見公民館にてすこやか

学級の開講式が行われ、３０数名の学級員が参

加し、令和４年度の事業実施状況が報告され、

令和５年度の事業計画が協議されました。今年

も各町内のシルバー喫茶での出前講座として

「防災教室(６月)」「交通安全教室(７月)」「健

康教室(８月)」「防犯教室(１０月)」等を実施す

る計画です。また１０月に鮎川町の志野製塩所

の見学等も計画されました。開講式の後、福井

市歴史ボランティア「語り部」の田上啓一氏に

よる「越前国での北前船の誕生と終焉」の講演

会があり、江戸時代から明治末期までの北前船

の繁栄状況や越前海岸地域との関わり合い等の

解説がありました。また鮎川町の加茂廼神社の

絵馬(船絵馬)の由来等の解説もあり、聴講者は

興味深く聴き入っていました。 

 

❖地区自治会連合会（区長会）

概要 
６月５日(月)午後、各自治会の区長さ

ん達が出席し、恒例の区長会が開催され

ました。今回は、自主防災の議題等があ

ったため、市役所の危機管理課の担当者

と地区社会福祉協議会の刀祢会長も出席

しました。 

危機管理課の担当者からは、個人避難

計画の概要説明があり、国見地区も推進

モデル地区になってはとの提案でした

が、国見型グループ避難の考え方が定着

していることから、本年度のモデル地区

指定は見送ることになりました。危機管

理課担当者としても「市の推奨する個人

避難計画と国見型グループ避難の考え方

を融合した方法」を研究していきたいと

のことでした。一般的に人間関係が希薄

な中心市街地と比べれば、国見地区にお

いては、個人情報保護に配慮しながら樹

立する個人避難計画よりも、良く知った

隣近所の人達とのグループ避難方式のほ

うが住民の安全確保に繋がると思われま

す。 

その他の主な議題は次のとおりでし

た。①交通指導員については鮎川町から

１名、小丹生町から１名を推薦②コミュ

ニティバスの運行改善として鮎川町内の

中道(旧国道)ルートへの変更と国見町の

ゲンキーなつめ店へのアクセス改善を要

望 

 

❖国見地区青少年育成会 理事会 
５月１４日(日)夜、国見地区青少年育成会の理事会が開催され、会長の山本一彦さん、各

町内の子ども会代表者、小中ＰＴＡ会長、公民館長(事務局)の７名が出席し、本年度の事業

実施方法等について協議しました。国見地区青少年育成会は、３月の総会で「青少年育成福

井市民会議国見支部」との統合が可決されていて、統合後の初年度である本年度は今後の事

業の方向性を固めていく重要な年度となることから、慎重な審議が行われました。恒例の夏

休み前の青少年環境一斉点検は、従来通り７月２日(日)の午前中に実施することになりまし

たが、夏季海浜特別補導事業については、深夜や夕方の補導指導活動の必要性が低いという

判断で、実施しないことを決定しました。その他に、秋の研修会、夏休みのラジオ体操推

進、各町内の子供会事業への助成等の事業を行っていくことも確認しました。 
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❖青少年育成福井市民会議 総会 

５月１３日(土)午後１時から福井県自治会館で、青少年育成福井市民会議 総会が開催さ

れ、福井市内の関係者約１２０名が参集し、国見地区からは山本一彦地区育成会長と瀧下公民

館主事が参加しました。まず初めに表彰式が行われ、特別・個人合わせて２１名の方が壇上に

上がり表彰されました。その後の総会では、令和４年度の活動報告、令和５年度の事業計画の

発表が行われました。事業方針の重点目標では 

 

１．地域ぐるみで、子どもの安全を守る活動を進めよう 

       ２．地域ぐるみで、健やかに成長し自立できる青少年の育成に努めよう 

３．市民会議の活動をより多くの人に知ってもらおう 

 

の３点が掲げられました。 

総会後には福井県警察本部生活安全部 人身安全・少年課 山本次席から「青少年の SNSに

起因する犯罪被害の現状について」と題して講演会が行われました。昨今様々なインターネッ

トを介した青少年に関する犯罪が増えており、被害者になることも多いが、加害者となるケー

スも多くなっているとのことで、各家庭できちんとネットを使うルールを決めること、顔の見

えないネットのやり取りだけで相手を信用してはいけないことが犯罪の予防には重要です。 

 

❖令和５年度 青少年環境一斉点検 

７月２日(日)午前、国見地区青少年育成会が主催して、夏休み前の「青少年環境一斉点検」

を実施します。自治会役員、保育園、小中学校、保護者会、ＰＴＡ、実年会、防犯隊等の協力

を得て、町内ごとに子ども達の通学路や遊び場等に危険な箇所がないかを点検します。もし、

お住いの近隣等で常日頃から子ども達にとって危険だと感じている箇所をご存じの方は、当日

までに公民館か各自治会の役員さんに情報をお寄せください。指摘された危険箇所は、後日市

役所等に改善を要望していく予定としています。なおこの事業は国見地区自治会連合会と国見

公民館が共催しています。 
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今後開催予定のイベント等 

７月２日（日）・・・青少年環境一斉点検 午前９時～国見公民館  

７月９日（日）・・・国見地区夏祭り実行委員会 午後７時～国見公民館 

７月１２～１４日・・・交通安全教室(すこやか学級) 各地区シルバー喫茶にて   

７月２９日（土）・・・夏祭り 午後６時開場 国見小、中学校グラウンド（雨天：中学校体育館） 

  

 

 

❖男女共同参画推進員 委嘱状交付式 

５月２０日(土)に福井市アオッサで「福井市男女共同参画推進員」 委嘱状交付式及び基礎研

修会が開催されました。国見地区からは“新谷 信吉さん（小丹生町）”が令和５・６年度の推

進員として委嘱されました。この推進員の任期は２年間で新谷さんは前回から引き続き２期目

の活動となります。昨年度も今年２月に行われた研修会をはじめ様々な活動をしていただきま

した。今期も昨年同様に研修会をはじめ様々な取組を行います。またこのたよりでも告知、成果

の報告を行いますので、地区の皆さまに男女共同参画の理解を深める活動を進めて参ります。  

 

❖国見地区 夏祭り 予告 

７月２９日(土)午後６時３０分から国見地区夏祭りを開催します。先日６月１１日(日)午後

には自治会連合会の役員をはじめとした関係者役２０名が集まり幹事会を開催し、開催内容な

どの話し合いが行われました。 

今年は国見小、中学校のグラウンドで開催し(雨天時は中学校体育館)、各種模擬店や大丹生

町出身のエレクトーン奏者“山口(杉田)香織さん”のコンサート、鮎川町在住の三味線奏者“野

村深山さん”の演奏があります。その他にも民踊や抽選会も行いますので皆さんのご来場をお

待ちしております。現在７月７日(金)まで当日模擬店出店者の募集していますので、興味のあ

る方、団体はどしどしお申込み下さい。 

❖不死鳥のねがい(福井市市民憲章)推進協議会 

総会・研修会 
６月１３日(火)午前、福井市木ごころ文化ホール(福井市美山町)にて不死鳥のねがい(福井

市市民憲章)推進協議会の本年度の総会と研修会が開催され、市内各地域から約２００名の関

係者が参集し、国見地区からは支部長の松井公民館長が出席しました。この推進協議会は「不

死鳥のねがい(福井市市民憲章)」の趣旨にのっとり福井市を愛する運動を進めるため①親切奉

仕②健康増進③郷土美化④安全安心⑤文化教養の５部門の実践を推奨しています。具体的には

「花いっぱい運動」「春夏秋冬の福井を美しくする運動」「花壇コンクール」「優良実践者表

彰」等を実施しています。国見支部へは本部から￥２３，０００円(令和５年度分)の支部実践

活動費が支給され、国見地区自治会連合会が負担するほぼ同額の市民協力金と合わせた額を活

動費として、文化祭、すこやか学級、わいわい広場、ふるさと探訪、はたちの集い等の地区事

業の必要経費（講師謝礼、印刷費、交通費）に充てられています。 

総会前に優良実践者の表彰式があり、同推進協議会長である東村市長から１５名の個人と５

つの団体に表彰状が授与されました。 

総会終了後には福井商業高等学校チアリーダー部ＯＧによる「チアダンスで笑顔づくり夢づ

くり」との演題で「夢づくり」と「笑顔づくり」の大切さを解説する講演会がありました。 

 

 

 


